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今、この時、新ためて感じている事   副理事長 菅野 義矩 

 

今の世の中はストレス多い時代で、“うつ病”・“睡眠障害”等の“心

の病”が社会に広まっていると言われています。 

 この日本の精神疾患の患者数は本当に増加傾向にあります。特に気分

障害や神経症性疾患（不安障害、強迫性障害）等、ストレスが原因で発

症する精神疾患が本当に増えています。これらの疾患については、最近

の医療体制の変化によって、患者さんを取り巻く治療環境が特に大きく変わっています。 

 昔は都心部から離れた限られた場所に精神科病院を造り、患者さんはそこに入院させると

いう方針が積極的にとられていました。しかし、患者さんの病気を治して社会復帰させると

いう長期的な目標を考えたときに、患者さんを隔離しておく事は良い方向には決して働きま

せん。 

 平成 16 年にこの日本では、患者さんが地元で暮らし、総合病院や診療所で通院治療を受

けながら、病気を治していけるように対策を取りました。具体的には、医師が診療所を開業

しやすくなるように、診療報酬を改訂したのです。これによって。これまで精神科の病院が

なかった都心部や患者さんの地元にも診療所が出来てきています。 

 こうした時代の流れの中で、特に気分障害、神経症性障害等の入院患者数の割合は少なく

なったという事です。しかし、全体の患者数はその後も増加する傾向にあるという事で、病

気の内訳を見ると、２０１７年頃迄は気分障害、神経症性障害といった病気が増えているよ

うです。又高齢社会に伴いアルツハイマー病による認知症も増えているようです。ただ、血

管性の認知症は生活習慣の改善が推進されているためか増えていないようです。 

 “その他の精神および行動の障害”という項目が増えているようです。この項目に含まれ、

患者数を増やしている主な疾患は“発達障害”で、この病気の認知度が全体に広まったので、

患者数がかなり増え始めたのという事です。 

―今、この時、新ためて感じている事です！！ 

 

浜家連の動き   ・・・・・・・ 

◆横浜市会各派へ要望書の提出、懇談会を行いました。◆  

６月中旬から７月初めにかけて、横浜市会各派へ令和９年度予算編成に対する要望書を、

提出及び懇談を行いました。その時の感想や報告が届いています。 

 

日本維新の会へ要望書提出及び懇談へ出席して もみじ会 遠藤 和子 

２０２６年６月１６日〈火〉午前 10:00、日本維新の会の懇談に出席

しました。以前に一度だけ同じ目的で市役所へ行ったことがあります。

その時は、ただただその場にいるというだけで、発言も何もできません

でした。何年か理事会に出席して、少し勉強する中で、今年は改めてこ
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の会に出席したいと思い、私の都合と照らし合わせ、この日になりました。それにしても毎

年この時期にあらゆる政党と歓談を重ねて下さっている浜家連の理事長をはじめ、三役の皆

様には頭が下がります。本当にありがとうございます。 

さて、懇談会では、私達が述べる要望を議員達は黙って聞いて、その後少しの雑談のみで

持ち時間は終わりました。私達の要望に対してひとつでもまじめな質問をする訳でもなく、

通り一遍に聞き流されていくだけでした。まあ、そんなものなのだろうと、どこかであきら

めていた自分もいました。しかし、時間が経つにつれて何かおかしいのではないかと感じ始

めました。 

この議員達は選挙で私達の大切な一票から、いまここにいるのです。なのに、私達は要望

書を持って頭を下げています。大勢の市民が沢山の要望書を持って来ています。 

こちらもすぐに聞き入れてもらえないことは承知していますが、それにしてもその中の一

つでも質問するとか、妥協案でこのようにしたらもう少し進むのではないか、一緒に考える

姿勢を見せてくれる。そのような暖かさを感じられるような福祉、政治になっていた

ら・・・、何とももどかしい思いを感じました。 

そしてもうひとつ、何かとても大切なことを忘れているような、頭の中でとても大切なこ

とを忘れているような、頭の中でモヤモヤしていましたが、言葉がすぐには見つかりません

でした・・・、 

「尊厳」という言葉でした。ひとりの人間としての尊厳を守るということ。 

私達は当事者を甘やかして多くのことを要求している訳ではありません。生きて生活してい

く上で、本当に困ることを何とか少しだけ助けて欲しいと要望しています。それは恥ずかし

い事でも、卑屈になることでもありません。堂々と生きて欲しいといつでも願っています。 

今回私は多くの気付きを得ることができました。 

それにしても、要望書の中のひとつ、いえ半分でも通ってほしいものと願わずにはいら

れません。ありがとうございました。：      

 

横浜市会・公明党との懇談会に参加して   若杉会・西川 進 

公明党は所属議員全員１５名が参加し、浜家連は理事長以下７名が参加

した。 

浜家連の要望のひとつは家族支援の推進であり、特に「家族による家族

学習会」運営への協力です。この学習会は家族が安心を取り戻し元気にな

ることを目的としたプログラムで、運営にあたって参加者の募集への助力や運営場所の確保

への協力を要望した。その他、不調な当事者を抱えて困っている家族に向けて家族教室を市

内全区で開催でき、相談や治療につながるような施策の実施を要望した。 

神奈川県内では鎌倉市、藤沢市、相模原市で既に条例制定されている「ケアラー支援条例」

制定の実現です。この条例はケアされる人もケアする人もどちらも個人として尊重され、健

康で文化的な生活が送れるよう社会全体で支える仕組みを構築することです。このような条

例の一刻も早い実現を訴えた。 

 

自民党へ要望書提出そして懇談会       なぎさ会 大石 恵司 

自民党への来年度予算に向けた施策要望書の提出に浜家連三役と一緒

に参加しました。参加者は理事長、井汲さん、副理事長、倉澤さん、安

富さん、菅野さん、音田さん、事務局長、中居さんの他、あおぞら会、

松本さん、さかえ会、水越さん、たちばな会、中戸川さん、なぎさ会、

大石の 10 人でした。 
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まず、井汲さんから施策要望書提出の趣旨を説明の後、要望書の内容について参加者

全員で各自の思うところを訴え要望しました。要望の中で印象的だったのは、一人の

方、48 歳の当事者の娘さんの症状が重く家事が出来ないため娘さんと孫を自宅に引取り

奥さんと一緒に世話をしていてかなりの負担がかかっているご様子で要望書の中の“に

も包括”家族支援の推進を要望しました。また、もう一人の方は当事者の息子さんが症

状で外出が難しく訪問看護のサービスを受けていて大変助かっているので、アウトリー

チ事業の横浜市すべての区への展開を要望しました。  

 要望書の提出が行われた会議室はかなり大きな部屋で自民党議員は名簿では 31 人が

出席、副団長、長谷川議員の司会の下、幹事長、山下議員からも挨拶があり、副団長、

藤代議員からは要望書をしっかり受け止めますとの言葉がありました。要望書の提出は

限られた時間（４０分）で行われ質疑応答も無いので自民党の反応がわからないのが残

念に思います。 

                             

＜202７(令和９)年度予算に対する精神保健福祉施策要望（７月号続き）＞ 

3．精神科病院における入院患者の人権擁護と医療について 

 患者が安心して医療を受け入院を続けられるよう、以下のように病院へ指導を行ってく

ださい。 

・隔離、身体拘束を止め、人としての尊厳と人権が守られるようにしてください。 

 虐待通報の結果を明らかにし、件数だけでなく状況がわかるよう詳しく公表して下さい。 

・精神科特例の廃止 医師、看護師・准看護師、薬剤師の配置について、精神科病院は、

一般病院と比べ差があることを認識し、その差別をなくすよう国に働きかけてください。 

・薬物療法だけではなく、精神療法・心理療法等にも目を向けるよう病院を指導し、また

国・厚労省に要望してください。 

・身体合併症 受け入れ態勢の強化 

 精神疾患の入院患者は、精神病薬の長期投与によるメタボリック症候群や循環器系疾患

などの重篤な身体合併症を発症しやすい傾向にあります。そのため、どの病院でも受け

入れることのできる態勢を整えてください。 

４．「ケアラー支援条例」制定の実現 

 ケアされる人もケアをする人もどちらも個人として尊重され、健康で文化的な生活が出

来るよう、ケアラーの自己犠牲ではなく社会全体で支えることを目指して仕組みを整え

ていくことが必要です。神奈川県では、鎌倉市、藤沢市、相模原市で既に条例制定され

ています。横浜市においても「ケアラー支援条例」制定を実現してください。 

５．診断書の無料化  

 診断書は、精神障害者保健福祉手帳、自立支援医療、障害年金の各申請、更新時に必要

です。診断書を無料または一律低料金にする方策を検討してください。 

６．無年金、年金増額、障害等級変更 

 近年、障害等級の変更により支給停止になる精神障害者が増加しています。予算や数値

目標ありきではなく、障害実態を公正に判断し、年金が確実に受給できるようにしてく

ださい。 

受給要件を満たしていないという理由で障害基礎年金を受給できない無年金の精神障害

者を救済する方策を検討するよう、国に働きかけてください。 

７．福祉パスの IC カード化  

福祉パスの IC カードへの切り替えを進め、障害者の移動における利便性の

向上と他者との違和感の解消を図ってください。 

８．６５歳当事者への対応 

 障害当事者が 65 歳になった場合、障害年金や障害福祉サービスが継続し

て受給できるよう、老齢年金や介護保険サービスへの強制切り替えはない

ようにしてください。 
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２０２６年度 家族による家族学習会担当者研修会 in 横浜が開催されました。 

 

学習会実行委員会 稲垣宇一郎 

７月１日（水）１０時より横浜ラポール 2 階大会議室で開催されました。 

当日は、本年度の担当者及び家族学習会に興味のある会員が１３名、講師役として家族学

習会実行委員の７名、事務局から１名、オブザーバーとして健康福祉局障害自立支援課ご担

当１名、総勢２２名が出席し、家族学習会の基本的な進め方を学習し、模擬家族学習会を経

験し、１６時過ぎまでの長時間、熱のこもった研修を行いました。 

終了後のアンケートに寄せられた方々の感想を一部ご紹介いたします。 

・以前、家族学習会を受けてすごく良かったと感じていました。今回担当者研修会に出席

し、より理解が進んだと思いました。 

・久しぶりの担当者ということで、本日は大変勉強になりました。 

当日までにテキストをよく読んで準備しようと思います。 

・傾聴はできるのですが、自分から言葉を使って、参加者をフォローできるのか少し心配

です。 

・「担当者の間で、自分の話を詳しく知り合う事が大切」このお話、とても響きました。 

・リーダーは何度やっても難しい。 

感想に加えて、「担当者になって心がけたいことは？」の問いかけを致しました。 

回答を頂きました上位五つの心構えをご紹介いたします。 

① 共感 ②チームワーク ③おもてなしの心構え 同数で ③傾聴  

⑤できている部分を言葉で伝える    

なお、本年度の家族学習会は 

Ａブロック（港北区・緑区・青葉区・都筑区）は１０月 5 日からのスタート 

Ｄブロック（港南区・金沢区・戸塚区・栄区）は 11 月 3 日からのスタート 

の予定で準備を進めております。詳しい実施内容は今後、浜家連ニュース・各ブロック発行

の募集案内、そしてホームページでご案内して参ります。 

 単会からのたより. 

 

家族会は心のささえ  若杉会 Ｔ．Ｍ 

家族会に入ってはや１０数年、会の方から浜家連ニュースの単会た

よりを載せる順番が若杉会ということで、頼まれて書くことになりま

した。 

 今までいろいろありすぎて何を書こうかととまどってしまいました。 

   娘は専門学校を卒業後、学校の紹介で大手メーカーの営業事務を６年間勤めました。最

初会社の人達の声がつねに聞こえるからはじまって、うつ病になり、休職して再度検査を

行ったところ統合失調症だと診断され、３０才の時に入院しました。私も主人も予想もし

ていなかったことなので、途方にくれ、お先真っ暗でした。 

 その後、夫は会の会長をやったり、私も通院している病院の家族会にも入ったりして、

２人で病気について勉強しました。やっと最近この病気がまだ解明されていないことも理

解できるようになりました。 

 娘は現在事業所に入って８年目、持ち前の真面目さと我慢強さで通所しております。 

 家族会は私の心の支えです。ありがとうございます。 

【編集後記】昨年にも増して今年の夏は暑いとか。お祭りやイベントなどではいろいろ考

え工夫して熱中症を防いでいるようです。我々も創意工夫して、記録的な暑さの夏を

楽しく乗り越えられれば、と思います。        （事務局 中居） 


